
ランドスケープ遺産の新たな
分類・評価手法の確立に関する研究

緑地計画学 小林祐太



背景

・日本建築学会では『日本近代建築総覧』を刊行
(S55)

・土木学会では『日本の近代土木遺産』刊行
(H13)、後に改訂版を刊行(H18)

◇第1章 研究の背景及び目的

目的
・わが国ではバブル期以降、｢和歌の浦｣や｢元町
公園｣等造園に関わる遺産の減失、破壊の危機
が社会的問題となる

・日本造園学会はランドスケープ遺産の保全に対
する要望をしつつ、それらの保全を目的の一つ
とし遺産目録の作成を開始し、平成27年に暫定
目録を公開

・ランドスケープ遺産の特質に
応じた最適な分類・評価手法
を提案する

造園の対象は意匠作品のみならず、自然の造形
物までも含んだ多様な広がりを持ち、また、時間
的蓄積の中で地域に根付き獲得されたものや、人
間の自然への行為に対する評価方法など、保全
の対象の特定や評価手法の確立が課題である

論文の構成
・第1章

背景と目的

・第2章

ランドスケープ遺産の新たな分
類の体系化

・第3章

ランドスケープ遺産の新たな評
価の体系化

・第4章

第2章と第3章で提案した分類・
評価手法の検証を通じた、新た
な分類・評価手法の提案

関連分野の取り組み



◇第2章 ランドスケープ遺産の新たな分類の体系化

研究対象 遺産のリストアップが先行している関西支部の事例

出典：日本造園学会関西支部 ランドスケープ遺産部会事務局



研究対象 遺産のリストアップが先行している関西支部の事例

◇第2章 ランドスケープ遺産の新たな分類の体系化

原データ：関西支部作成のインベントリー(106件分)

出典：日本造園学会関西支部 ランドスケープ遺産部会事務局

既に保全体制の確立されて
いる世界及び国内法的に位
置付けられた遺産を除外

対象68件



名称

既指定
保全管理
主体

加茂街道沿い

賀茂川右岸の

ニレ科植物の

並木

加茂街道沿いの賀茂川右岸、葵橋か

ら御園橋にかけて、エノキやケヤキ、

ムクなどのニレ科植物の巨木が生え

ている並木道。緑陰も美しい景観を

作っている。

街道沿いの樹木が残り、賀茂川の歴

史を体現している。かつて氾濫原が広

がっていたエリアでもあり、それを特徴

づける植物が残っている。また、自然

樹形を見ることもできる。

無 京都府

首途八幡宮

住宅地内に残る神社であるが、社殿

のある個所には石が組まれ、周辺より

一段と高い位置に存在し、地区の神社

として親しまれている。

盛り土、石積により構成された神社の

境内は、開発が進む住宅地内におい

て、ランドマークとして残り続ける貴重

な存在である。

無

西陣界隈の京

町家群

西陣織の生産地であるこの地区に

は、織屋や商店、住居等の京町家が

現在も多数残っている。京町家のある

環境は、町家建築単体だけではなく、

路地や歴史・文化などが融合し成立し

ているものであり、その一体的な環境

が辛うじて残存している。

応仁の乱以降から西陣の名称がつ

かわれ、現在に至る

京都が培ってきた居住文化である町

家建築群が現在も残っている。加え

て、西陣織の産地であるこの地区独

特の歴史的風致が維持されており、高

い固有価値を有する。

無 個人

圓通寺借景庭

園

比叡山を借景とした平庭式枯山水庭

園。京都市内に残る借景庭園のひと

つであり、敷地内だけでなく、周辺環境

をも包括した庭園である。作庭当時か

らは周辺環境が大きく変化している

が、比叡山を望む固有の借景の形態

を　残そうとしている。

後水尾天皇が造営した幡枝離宮の

跡から始まる

周辺の景観を取り込んだダイナミック

な庭園であることから，維持が難しい

庭園である。しかし，周辺の乱開発に

対し、作庭当時からの比叡山を望む

環境をとり込んだ借景景観を維持して

おり、その営為が高く評価できる。

庭園は国

の名勝指

定

名称 概要

評価基本情報

履歴 固有価値

保全体制

・・・ ・・・

御畳瀬の渡し

船

浦戸湾の河口を結ぶ、県運営の小型

輸送船。以前は乗用車を搭載していた

が、現在は（平成14年～）人と自転

車、自動二輪のみを運んでいる。船着

き場である御畳瀬は、現在も古くから

漁業で栄えた地区であり、漁村の風情

を留めている。

かつて船舶の往来が盛んであった浦

戸湾の名残を残す景観である。地域

住民のみならず、浦戸湾を渡る遍路

の交通手段にもなっており、地域に根

差した歴史性と社会性が評価される。

無

ランドスケープ遺産の対象の特定

◇第2章 ランドスケープ遺産の新たな分類の体系化

原データ：関西支部作成のインベントリー



ランドスケープ遺産の対象の特定

◇第2章 ランドスケープ遺産の新たな分類の体系化

原データ：関西支部作成のインベントリー

名称 種類 基本情報 評価 関連データ 写真

黒島

名称

・・・
見老津沖に所在する「陸ノ黒島」と「沖ノ黒島」

を主景とする海岸・島嶼の風景。

・・・ 概要

海岸、島嶼
黒島の海岸景

観

遺産の再定義構成要素

京都府立植物

園
・・・

1924年、公開公立植物園として日本で最初に

開設された。第二次世界大戦後の進駐軍接収

に伴い、米軍住宅地として樹木伐採などが行

われたが、再度植樹等をして蘇り、現在は公立

植物園として維持されている。

植物園
京都府立植物

園

68件のうち、再定義の必要が
あったものは29件、そのまま

使えるものが39件



68
輸送船、浦戸

湾

御畳瀬の渡し船

と周辺の景観

交通用地

航路、荷揚場用地
地域社会圏

交通系

渡舟・水上交通
分類不能 分類不能

空間序列 対象系

1 並木、道路

加茂街道沿い加

茂川右岸のニレ

科植物の並木道

交通用地

道路用地
地域社会圏

交通系

道路

地域制緑地等等

法による地域

河川区域

分類不能

2 社殿、境内地 首途八幡宮 分類不能 地域社会圏
レクリエーション系

社寺境内

施設緑地

都市公園以外

民間施設緑地

分類不能

3
町並み(家並

み）、街路等

西陣界隈の京町

家景観
分類不能 地域社会圏

全体空間系

住区・地区ランドス

ケープ

分類不能 分類不能

4 庭園、比叡山 圓通寺借景庭園

公開オープンス

ペース

社寺境内及び墓地

その他付属園地

地域社会圏～都市

圏

極めて都市圏寄り

レクリエーション系

公開庭園

施設緑地

都市公園以外

民間施設緑地

普通緑地

公開緑地

第一種

(ニ)寺院仏堂…

5 植物園 京都府立植物園

公共オープンス

ペース

公園緑地、運動

場、公園道路

都市圏～広域圏

都市圏寄り

レクリエーション系

運動公園・風致公

園・動植物公園・歴

史公園

施設緑地

都市公園

普通緑地

公園

大公園

普通公園

4つの既往の分類手法

構成要素番号 遺産の再定義 東京都

首都整備局

池原分類
緑の基本計画 東京緑地計画

68
輸送船、浦戸

湾

御畳瀬の渡し船

と周辺の景観

交通用地

航路、荷揚場用地
地域社会圏

交通系

渡舟・水上交通
分類不能 分類不能

適合性の結果

◇第2章 ランドスケープ遺産の新たな分類の体系化



適合性の結果

◇第2章 ランドスケープ遺産の新たな分類の体系化

建ぺい地

非建ぺ
い地

交通用地

自然オープンスペース
オープン
スペース

公共オープンスペース

公開オープンスペース

共用オープンスペース

専用オープンスペース

東京都首都整備局によるオープンスペースの分類 池原謙一郎による造園計画の対象分類

個
別
空
間
系

全体空間系

間接対象

生活系

レク系

交通系

環境系

地域
社会圏

都市圏 広域圏 国土圏

東京都
首都整備局 空間序列 対象系

池原分類



適合性の結果

◇第2章 ランドスケープ遺産の新たな分類の体系化

東京緑地計画における
計画の対象となる緑地の分類

普通
緑地

生産
緑地

緑地ニ
準ズル
モノ

公園

墓苑

公開緑地

共用緑地

遊園地

普通農業
地区

林業地区

牧野地区

漁業地区

保存地

庭園

景園地

緑の基本計画 東京緑地計画

緑の基本計画における
計画の対象となる緑地の分類

施設
緑地

地域制
緑地等

都市公園

都市公園
以外

法による
地域

条例等に
よるもの

協定

民間施設
緑地

公共施設
緑地



適合性の結果

◇第2章 ランドスケープ遺産の新たな分類の体系化

空間序列 対象系

43 島嶼、海岸
黒島の海岸景
観

分類不能
広域圏～国土

圏
ほぼ中間

環境系
自然公園

地域制緑地等
法による地域
自然公園

緑地ニ準ズル
モノ
景園地

3
町並み(家
並み）、街
路等

西陣界隈の京
町家景観

分類不能 地域社会圏
全体空間系
住区・地区ラン
ドスケープ

分類不能 分類不能

28
書物(伝承
技術)

『庭造図絵秘
伝』『茶室囲
庭造秘伝記』
『神道庭造な
らびに席囲寸
法録』

分類不能 分類不能 分類不能 分類不能 分類不能

33 登り窯
甲賀市信楽町
長野の登り窯

分類不能 分類不能 分類不能 分類不能 分類不能

番号 構成要素 遺産の再定義
4つの既往の分類手法

東京都
首都整備局

池原分類
緑の基本計画 東京緑地計画



新たな分類体系

◇第2章 ランドスケープ遺産の新たな分類の体系化



評価の対象

◇第3章 ランドスケープ遺産の新たな評価の体系化

原データ：関西支部作成のインベントリー

40
十禅律院借
景庭園

借景式庭園として、和歌山県内では希少
価値を有する。

番号
遺産の再定

義
固有価値

院は粉河寺の北東に隣接する地にあ
り、紀州藩の援助を受けて創建され
た。天保年間建立の庫裏は大型で、
格式高い書院を備えている。庭園はこ
の書院の前に広がり、「洗心庭」とも
呼ばれる。和泉山脈の高峰成高山を
借景として取り入れた枯山水庭園で、
庭自体大規模ではないが、借景によ
り雄大な景観を生み出しているのが特
徴である。

-

概要 履歴

評価の特定
評価項目の再定義

・雄大な景観を生み出している庭
園である
・借景式庭園は和歌山県内で希
少である



評価の対象

◇第3章 ランドスケープ遺産の新たな評価の体系化

原データ：関西支部作成のインベントリー

43
黒島の海岸
景観

両島とも無人島で豊かな自然環境が保存
されているとともに、「陸ノ黒島」と陸地との
間が浅瀬を形成して合わせ波が寄せる風
景が特徴的である。国道42号線の改良工
事完了・開通に伴い、戦後に認知度が高
まったもの。

見老津沖に所在する「陸ノ黒島」と「沖
ノ黒島」を主景とする海岸・島嶼の風
景。

-

番号
遺産の再定

義
概要 履歴固有価値

・「陸ノ黒島」と「沖ノ黒島」には豊
かな自然環境が保存されている
・浅瀬を形成して合わせ波が寄
せる風景が特徴的である

評価の特定
評価項目の再定義

68件のうち、再定義の必要が
あったものは45件、そのまま

使えるものが23件



先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 a a a

希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 b b b

典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 c c c

代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 d d d

傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 e e

愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性

先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 a a a

希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 b b b

典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 c c c

代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 d d d

傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 e e

愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性

68

・古くから漁業で栄えた地区

で、漁村の風情が残っており

地域に根ざした歴史性が評

価できる

・地域住民、遍路の為の交

通手段として機能し、社会的

にも評価できる

歴史性 地域性 社会性
生態学的

価値
その他 意匠性 その他

先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 a a a

希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 b b b

典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 c c c

代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 d d d

傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 e e

愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性

先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 a a a

希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 b b b

典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 c c c

代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 d d d

傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 e e

愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性

先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 a a a

希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 b b b

典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 c c c

代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 d d d

傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 e e

愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性

先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 a a a

希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 b b b

典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 c c c

代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 d d d

傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 e e

愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性

2

・社殿は石が組まれ周辺より

一段と高い位置に存在してお

り、地域のランドマークとして

貴重であり、地区の神社とし

て親しまれており、地域的に

愛着性も高い

・自然樹形、緑陰が美しい景

観を作り出している

・かつての氾濫原であり、土

地の履歴を特徴づける植物

が残っていることも評価でき

る

技術評価 意匠評価 系譜評価

1

・街道沿いに樹木が残ってお

り賀茂川の歴史性を体現し

ている

番号 評価の再定義

既往の評価手法

造園学会 土木学会

世界遺産
学術性 芸術性

技術性

適合性の結果

◇第3章 ランドスケープ遺産の新たな評価の体系化

①技術評価 ②意匠評価 ③系譜評価

　a.年代の早さ b.規模の大きさ 　a.様式との関わり b.デザイン上特筆すべき事項 　a.地域性 b.土木事業の一環としての位置づけ

　c.技術力の高さ d.珍しさ 　c.周辺景観との調和 d.設計当初のデザインに対する意識の高さ 　c.故事来歴 d.地元での愛着度

　e.典型性 　 　e.保存状態

凡例(土木学会による評価手法)



適合性の結果

◇第3章 ランドスケープ遺産の新たな評価の体系化

[観点]

造園学会による評価手法

[尺度]

(1)学術性

(2)芸術性

(3)技術性

歴史性
地域性
社会性
生態学的価値など

意匠性など

先駆性、希少性、典型性
代表性、傑出性、愛着性

など

[観点]、[尺度]を組み
合わせて記述する

⇒

歴史性 地域性 社会性
生態学的

価値
その他 意匠性 その他

造園学会

学術性 芸術性

技術性



適合性の結果

◇第3章 ランドスケープ遺産の新たな評価の体系化

土木学会による評価手法

①技術評価

②意匠評価

③系譜評価

a.年代の早さ
c.技術力の高さ
e.典型性

b.規模の大きさ
d.珍しさ

a.様式との関わり
b.デザイン上特筆すべき事項
c.周辺景観との調和
d.設計当初のデザインに

対する意識の高さ

a.地域性
b.土木事業の一環としての

位置づけ
c.故事来歴
d.地元での愛着度
e.保存状態

土木学会

技術評価 意匠評価 系譜評価

世界遺産の評価手法

(ⅰ)人間の創造的才能の傑作で
ある
(ⅱ)建築、科学技術、記念碑、都
市計画、景観設計の発展に重要
な影響を与えた、ある期間にわ
たる価値観の交流又はある文化
圏内での価値観の交流

(ⅶ)最上級の自然現象、又は類
まれな自然美・美的価値を有す
る地域を包含する
(ⅷ)生命進化の記録や、地形形
成における重要な進行中の地質
学的過程、あるいは重要な地形
学的又は自然地理学的特徴と
いった、地球の歴史の主要な段
階を代表する顕著な見本である

■文化遺産

■自然遺産

など6項目

など4項目

世界遺産



先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 a a a

希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 b b b

典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 c c c

代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 d d d

傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 e e

愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性

先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 a a a

希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 b b b

典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 c c c

代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 d d d

傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 e e

愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性

68

・古くから漁業で栄えた地区

で、漁村の風情が残っており

地域に根ざした歴史性が評

価できる

・地域住民、遍路の為の交

通手段として機能し、社会的

にも評価できる

歴史性 地域性 社会性
生態学的

価値
その他 意匠性 その他

先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 a a a

希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 b b b

典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 c c c

代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 d d d

傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 e e

愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性

先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 a a a

希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 b b b

典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 c c c

代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 d d d

傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 e e

愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性

先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 a a a

希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 b b b

典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 c c c

代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 d d d

傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 e e

愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性

先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 a a a

希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 b b b

典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 c c c

代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 d d d

傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 e e

愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性

2

・社殿は石が組まれ周辺より

一段と高い位置に存在してお

り、地域のランドマークとして

貴重であり、地区の神社とし

て親しまれており、地域的に

愛着性も高い

・自然樹形、緑陰が美しい景

観を作り出している

・かつての氾濫原であり、土

地の履歴を特徴づける植物

が残っていることも評価でき

る

技術評価 意匠評価 系譜評価

1

・街道沿いに樹木が残ってお

り賀茂川の歴史性を体現し

ている

番号 評価の再定義

既往の評価手法

造園学会 土木学会

世界遺産
学術性 芸術性

技術性

適合性の結果

◇第3章 ランドスケープ遺産の新たな評価の体系化

①技術評価 ②意匠評価 ③系譜評価

　a.年代の早さ b.規模の大きさ 　a.様式との関わり b.デザイン上特筆すべき事項 　a.地域性 b.土木事業の一環としての位置づけ

　c.技術力の高さ d.珍しさ 　c.周辺景観との調和 d.設計当初のデザインに対する意識の高さ 　c.故事来歴 d.地元での愛着度

　e.典型性 　 　e.保存状態

凡例(土木学会による評価手法)



歴史性 地域性 社会性
生態学的

価値
その他 意匠性 その他

先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 a a a

希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 b b b

典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 c c c

代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 d d d

傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 e e

愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性

先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 a a a

希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 b b b

典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 c c c

代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 d d d

傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 e e

愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性

先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 a a a

希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 b b b

典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 c c c

代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 d d d

傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 e e

愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性

先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 先駆性 a a a

希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 希少性 b b b

典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 典型性 c c c

代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 代表性 d d d

傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 傑出性 e e

愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性 愛着性

遺産の

再定義

京都府立

植物園

小松ノ沼

のヨシ原

・県で希少な大規模の

ヨシ原である

・長年レクリエーション

の場を提供しており、

市民に親しまれる身近

な植物園である

・面積、展示の数など

規模も大きい

・日本最初の公開公

立植物園である

番号 評価の再定義

既往の評価手法

造園学会 土木学会

学術性 芸術性

技術性 技術評価 意匠評価 系譜評価

5

60

適合性の結果

◇第3章 ランドスケープ遺産の新たな評価の体系化



新たな評価体系

◇第3章 ランドスケープ遺産の新たな評価の体系化

評価基準

希少性
傑出性

特大性
革新性

希少性
傑出性

代表性
傑出性

様式性
希少性

傑出性
調和性

希少性
代表性

傑出性
希少性

代表性
傑出性

特大性

評価項目

技術性
創成技術

保全技術

芸術性

意匠性

審美性

学術性

造園原論的
価値

景観生態学的
価値

評価基準
希少性
典型性
代表性
傑出性
愛着性
希少性
典型性
代表性
傑出性
愛着性
先駆性
希少性
代表性
傑出性

評価項目

系譜性

地域性

社会性

歴史性



■検証対象

◇第4章 ランドスケープ遺産の新たな分類・評価手法の提案

改善点の検証と明確化

日本造園学会の北海道支部から中部支部で掲載されている101件を
対象とした。

・第2,3章で提案した分類、評価体系の妥当性の検証



◇第4章 ランドスケープ遺産の新たな分類・評価手法の提案

(100)

(1)

(48)

(1)

(1)

(1)

(2)

(15)

(22)

(1)

(1)

(3)

(49)

(38)

(2)

(2)

(4)

(4)

(1)

(91)

(4)

(4)

(92)

(4)

(96)

(101) (101) (101) (101) (101) (78)

改善した分類体系



◇第4章 ランドスケープ遺産の新たな分類・評価手法の提案

■分類手法

・ランドスケープの対象を空間、景観、事物をも含めて体系
化できるようになった

・有形、無形を分類する第Ⅰ段階、空間、事物を分類する
第Ⅱ段階、全体景観、個別空間を分類する第Ⅲ段階から
土地利用を分類する第Ⅴ段階までは階層別に体系化でき
るようになった

・ただし、第Ⅵ段階以降に細分類を補っていくという課題が
残される

・造園の対象は意匠作品のみならず、自然の造形物までも
含んだ多様な広がりを持っていることに対応した分類手法
の提案が課題



評価基準 記述件数
希少性 1
傑出性 8
特大性 6
革新性 7
典型性 1
希少性 2
傑出性 9
代表性 5
傑出性 23
様式性 5
先駆性 2
希少性 4
典型性 2
調和性 3
希少性 2
傑出性 16
調和性 3

評価項目

技術性
創成技術

保全技術

芸術性

意匠性

審美性

評価基準 記述件数
希少性 3
代表性 3
傑出性 0
希少性 5
代表性 1
傑出性 3
特大性 4
希少性 6
典型性 2
代表性 22
傑出性 5
愛着性 25
希少性 5
典型性 2
代表性 9
傑出性 2
愛着性 4
先駆性 13
希少性 18
代表性 28
傑出性 12
典型性 3
愛着性 2

評価項目

学術性

造園原論的
価値

景観生態学的
価値

系譜性

地域性

社会性

歴史性

◇第4章 ランドスケープ遺産の新たな分類・評価手法の提案

改善した評価体系

適合した件数 255
適合しなかった件数 16



◇第4章 ランドスケープ遺産の新たな分類・評価手法の提案

■評価手法

・既往の技術、芸術、学術性に加え、系譜性を設けることで、
時間的な蓄積の中で地域に根付いて成立したものを系譜
性で評価できるようになった

・創成技術や保全技術、意匠性や審美性のように評価項目
に細分類を設けることで、「つくる」のみならず「保全する」と
いう、造園分野が持つ独特の技術を評価に盛り込むことが
出来た

・時間的蓄積の中で地域に根付いたものや、自然への人間
の行為に対する評価方法の確立が課題であった


